
令 和 ７ 年 ３ 月 ３ 日



１１ 土土づづくくりり

JA みな穂管内の多くのほ場は、加里、鉄、腐植、ケイ酸が目標値に比べ低く、

不足している状況です。また、ｐH も目標値に未達のほ場が多く、改善が必要で

す。「土づくり」は短期間ではできないので、継続することが大切です。 

ポポイインントト１１ ケケイイ酸酸質質資資材材のの継継続続的的なな施施用用

標標準準施施用用量量（（❶、❷、❸より選択）

❶ 「珪酸石灰」160～200kg/10a と「苦土重焼燐」20kg/10a ※ 

❷ 「シリカパンチ F」120kg/10a 施用 

❸ 「アサヒニューテツ」160 ㎏/10a と「苦土重焼燐」20kg/10a ※ 

※洪積地帯（山手）は「苦土重焼燐」40kg/10a 施用 

・ケイ酸分が不足すると

① 根腐れが起きやすくなる ⇒ 活力低下、秋落ち

② 高温時の光合成量減少 ⇒ 収量、品質の低下

③ 軟弱な稲体 ⇒ 倒伏、割籾、病害虫の発生

・土壌改良資材の施用を中止すると土壌中のケイ酸含量は急激に低下します。

継継続続ししてて施施用用することが大切です。

ポポイインントト２２ 有有機機物物のの施施用用

・堆肥や発酵けいふん等の有機物は、土壌の透水性・保水性・通気性の改善や

養分保持力を増進させる効果があるので確実に施用しましょう。 

・藁の腐熟を早めるために、積雪がない場合は早めに耕起作業を行いましょう。

主主なな有有機機質質資資材材

ポポイインントト３３ 深深耕耕のの実実施施

・「現状＋３ｃｍ」の深耕に努め、作土15ｃｍ以上を確保しましょう。 

・深耕により根の伸長が促進され、根域が拡大し、米の品質向上につながります。 

・作業速度を落とすとともに、ロータリの回転も低速（ＰＴＯ１速）にして、

丁寧に作業を行いましょう。 

２２  農農作作業業安安全全  

近年、農業機械による農作業事故が増加しています。農作業機械による事故

を未然に防止するために、以下の項目を確認しましょう。 

●●農農作作業業共共通通

分分類類  NNoo  項項目目  内内容容  ✓✓  

作作  

業業  

前前  

①① 正正ししいい服服装装  衣衣類類がが機機械械にに巻巻きき込込ままれれなないいよようう、、作作業業にに適適ししたた服服装装  

②② 所所在在連連絡絡  作作業業内内容容やや作作業業場場所所をを家家族族ななどどにに伝伝ええてていいるる  

③③ 携携帯帯電電話話  緊緊急急時時にに連連絡絡がが取取れれるるよようう、、携携帯帯電電話話をを持持っってていいるる  

④④ 体体力力調調整整  準準備備運運動動をを行行っってていいるる  

⑤⑤ 焦焦りり防防止止  作作業業計計画画をを立立てて、、余余裕裕ををももっってて無無理理ななくく作作業業ししてていいるる  

作作  

業業  

中中  

⑥⑥ 作作業業者者確確認認  子子供供、、妊妊婦婦、、不不慣慣れれなな人人ににはは危危険険をを伴伴うう作作業業ははささせせなないい  

⑦⑦ 周周囲囲確確認認  周周りりにに危危険険がが及及ばばなないいよようう、、周周囲囲をを確確認認ししななががらら作作業業  

⑧⑧ 複複数数人人作作業業  機機械械作作業業、、高高所所作作業業ななどどのの危危険険をを伴伴うう作作業業はは複複数数人人でで  

⑨⑨ 機機械械安安全全確確認認  器器具具のの安安全全装装置置やや防防護護カカババーーははききちちんんとと装装着着ししてて作作業業  

⑩⑩ エエンンジジンン停停止止  機機械械かからら離離れれるるとときき、、機機械械ののつつままりりをを取取りり除除くくととききはは  

エエンンジジンンをを切切っってていいるる  

⑪⑪ 適適切切なな休休憩憩  疲疲労労がが蓄蓄積積ししなないいよようう定定期期的的にに休休憩憩ししてていいるる  

●●トトララククタタ

NNoo  内内容容  ✓✓  

①① 安安全全フフレレーームムはは作作業業時時のの状状態態ににセセッットトししててくくだだささいい  

②② ヘヘルルメメッットト、、シシーートトベベルルトトをを着着用用ししてて下下ささいい  

③③ 道道路路走走行行時時はは、、左左右右ののブブレレーーキキペペダダルルをを連連結結ししままししょょうう  

④④ 柔柔ららかかいい畦畦やや、、幅幅がが狭狭いい道道でではは慎慎重重にに走走行行ししままししょょうう  

●●刈刈払払機機

NNoo  内内容容  ✓✓  

①① 帽帽子子・・メメガガネネ・・手手袋袋ななどどのの保保護護具具をを装装着着ししままししょょうう  

②② 滑滑りりににくくいい靴靴をを履履ききままししょょうう  

③③ 石石やや空空きき缶缶ななどどををああららかかじじめめ取取りり除除ききままししょょうう  

④④ 周周囲囲にに人人ががいいなないいここととをを確確認認ししままししょょうう（（５５mm以以内内はは危危険険））  

●●田田植植機機

NNoo  内内容容  ✓✓  

①① 機機械械ににはは運運転転者者以以外外はは乗乗せせなないい  

②② 苗苗のの補補給給はは田田植植機機をを停停止止ささせせ、、足足元元にに十十分分注注意意すするる  

③③ 荷荷台台かからら降降ろろすす際際はは、、荷荷台台高高ささのの44倍倍以以上上のの歩歩みみ板板をを使使うう  
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「土づくり」は高温等の気象変動に打ち勝つ米づくりの土台です。品質の高い

「みな穂米」生産のために、継続して土壌改良資材の施用を実施しましょう！ 

入 善 産 米 品 質 向 上 対 策 本 部  
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！ JA みな穂営農センター TEL 74-2440 中央支店経済課 TEL 72-5379 西部支店経済課 TEL 72-1162 

南部支店経済課 TEL 78-1167 新川農林振興センター 農業普及課 TEL 52-0094 
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図図 牛牛ふふんん堆堆肥肥施施用用のの効効果果

品質や収量向上に効果

のある加里やケイ酸濃

度が高まります！
★JA みな穂営農情報メールを

配信しています。

右の QR コードから手続きを

お願いします。

雪解け後は、集落の

用水などの危険箇

所の状況を確認し、

侵入防止対策をと

りましょう！

令 和 ７ 年 ３ 月 ３ 日

     
 

 

１１ 土土づづくくりり  

JA みな穂管内の多くのほ場は、加里、鉄、腐植、ケイ酸が目標値に比べ低く、

不足している状況です。また、ｐH も目標値に未達のほ場が多く、改善が必要で

す。「土づくり」は短期間ではできないので、継続することが大切です。 

ポポイインントト１１  ケケイイ酸酸質質資資材材のの継継続続的的なな施施用用  

標標準準施施用用量量（（❶、❷、❸より選択） 

❶ 「珪酸石灰」160～200kg/10a と「苦土重焼燐」20kg/10a ※ 

❷ 「シリカパンチ F」120kg/10a 施用 

❸ 「アサヒニューテツ」160 ㎏/10a と「苦土重焼燐」20kg/10a ※ 

※洪積地帯（山手）は「苦土重焼燐」40kg/10a 施用 

・ケイ酸分が不足すると

① 根腐れが起きやすくなる ⇒ 活力低下、秋落ち

② 高温時の光合成量減少 ⇒ 収量、品質の低下

③ 軟弱な稲体 ⇒ 倒伏、割籾、病害虫の発生

・土壌改良資材の施用を中止すると土壌中のケイ酸含量は急激に低下します。 
継継続続ししてて施施用用することが大切です。

ポポイインントト２２  有有機機物物のの施施用用

・堆肥や発酵けいふん等の有機物は、土壌の透水性・保水性・通気性の改善や

養分保持力を増進させる効果があるので確実に施用しましょう。

・藁の腐熟を早めるために、積雪がない場合は早めに耕起作業を行いましょう。 

主主なな有有機機質質資資材材 

ポポイインントト３３  深深耕耕のの実実施施  

・「現状＋３ｃｍ」の深耕に努め、作土15ｃｍ以上を確保しましょう。 

・深耕により根の伸長が促進され、根域が拡大し、米の品質向上につながります。

・作業速度を落とすとともに、ロータリの回転も低速（ＰＴＯ１速）にして、

丁寧に作業を行いましょう。

２２ 農農作作業業安安全全

近年、農業機械による農作業事故が増加しています。農作業機械による事故

を未然に防止するために、以下の項目を確認しましょう。 

●●農農作作業業共共通通

分分類類 NNoo 項項目目 内内容容 ✓✓

作作

業業

前前

①① 正正ししいい服服装装 衣衣類類がが機機械械にに巻巻きき込込ままれれなないいよようう、、作作業業にに適適ししたた服服装装

②② 所所在在連連絡絡 作作業業内内容容やや作作業業場場所所をを家家族族ななどどにに伝伝ええてていいるる

③③ 携携帯帯電電話話 緊緊急急時時にに連連絡絡がが取取れれるるよようう、、携携帯帯電電話話をを持持っってていいるる

④④ 体体力力調調整整 準準備備運運動動をを行行っってていいるる

⑤⑤ 焦焦りり防防止止 作作業業計計画画をを立立てて、、余余裕裕ををももっってて無無理理ななくく作作業業ししてていいるる

作作

業業

中中

⑥⑥ 作作業業者者確確認認 子子供供、、妊妊婦婦、、不不慣慣れれなな人人ににはは危危険険をを伴伴うう作作業業ははささせせなないい
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⑨⑨ 機機械械安安全全確確認認 器器具具のの安安全全装装置置やや防防護護カカババーーははききちちんんとと装装着着ししてて作作業業
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①① 安安全全フフレレーームムはは作作業業時時のの状状態態ににセセッットトししててくくだだささいい

②② ヘヘルルメメッットト、、シシーートトベベルルトトをを着着用用ししてて下下ささいい

③③ 道道路路走走行行時時はは、、左左右右ののブブレレーーキキペペダダルルをを連連結結ししままししょょうう

④④ 柔柔ららかかいい畦畦やや、、幅幅がが狭狭いい道道でではは慎慎重重にに走走行行ししままししょょうう
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●●田田植植機機

NNoo 内内容容 ✓✓

①① 機機械械ににはは運運転転者者以以外外はは乗乗せせなないい
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JA みな穂管内の多くのほ場は、加里、鉄、腐植、ケイ酸が目標値に比べ低く、

不足している状況です。また、ｐH も目標値に未達のほ場が多く、改善が必要で

す。「土づくり」は短期間ではできないので、継続することが大切です。 
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② 高温時の光合成量減少 ⇒ 収量、品質の低下

③ 軟弱な稲体 ⇒ 倒伏、割籾、病害虫の発生

・土壌改良資材の施用を中止すると土壌中のケイ酸含量は急激に低下します。

継継続続ししてて施施用用することが大切です。
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・堆肥や発酵けいふん等の有機物は、土壌の透水性・保水性・通気性の改善や

養分保持力を増進させる効果があるので確実に施用しましょう。 

・藁の腐熟を早めるために、積雪がない場合は早めに耕起作業を行いましょう。

主主なな有有機機質質資資材材

ポポイインントト３３ 深深耕耕のの実実施施

・「現状＋３ｃｍ」の深耕に努め、作土15ｃｍ以上を確保しましょう。 

・深耕により根の伸長が促進され、根域が拡大し、米の品質向上につながります。 

・作業速度を落とすとともに、ロータリの回転も低速（ＰＴＯ１速）にして、

丁寧に作業を行いましょう。 

２２ 農農作作業業安安全全

近年、農業機械による農作業事故が増加しています。農作業機械による事故

を未然に防止するために、以下の項目を確認しましょう。 

●●農農作作業業共共通通

分分類類 NNoo 項項目目 内内容容 ✓✓

作作

業業

前前

①① 正正ししいい服服装装 衣衣類類がが機機械械にに巻巻きき込込ままれれなないいよようう、、作作業業にに適適ししたた服服装装

②② 所所在在連連絡絡 作作業業内内容容やや作作業業場場所所をを家家族族ななどどにに伝伝ええてていいるる

③③ 携携帯帯電電話話 緊緊急急時時にに連連絡絡がが取取れれるるよようう、、携携帯帯電電話話をを持持っってていいるる

④④ 体体力力調調整整 準準備備運運動動をを行行っってていいるる

⑤⑤ 焦焦りり防防止止 作作業業計計画画をを立立てて、、余余裕裕ををももっってて無無理理ななくく作作業業ししてていいるる

作作

業業

中中

⑥⑥ 作作業業者者確確認認 子子供供、、妊妊婦婦、、不不慣慣れれなな人人ににはは危危険険をを伴伴うう作作業業ははささせせなないい

⑦⑦ 周周囲囲確確認認 周周りりにに危危険険がが及及ばばなないいよようう、、周周囲囲をを確確認認ししななががらら作作業業

⑧⑧ 複複数数人人作作業業 機機械械作作業業、、高高所所作作業業ななどどのの危危険険をを伴伴うう作作業業はは複複数数人人でで

⑨⑨ 機機械械安安全全確確認認 器器具具のの安安全全装装置置やや防防護護カカババーーははききちちんんとと装装着着ししてて作作業業

⑩⑩ エエンンジジンン停停止止 機機械械かからら離離れれるるとときき、、機機械械ののつつままりりをを取取りり除除くくととききはは

エエンンジジンンをを切切っってていいるる

⑪⑪ 適適切切なな休休憩憩 疲疲労労がが蓄蓄積積ししなないいよようう定定期期的的にに休休憩憩ししてていいるる

●●トトララククタタ

NNoo 内内容容 ✓✓

①① 安安全全フフレレーームムはは作作業業時時のの状状態態ににセセッットトししててくくだだささいい

②② ヘヘルルメメッットト、、シシーートトベベルルトトをを着着用用ししてて下下ささいい

③③ 道道路路走走行行時時はは、、左左右右ののブブレレーーキキペペダダルルをを連連結結ししままししょょうう

④④ 柔柔ららかかいい畦畦やや、、幅幅がが狭狭いい道道でではは慎慎重重にに走走行行ししままししょょうう

●●刈刈払払機機

NNoo 内内容容 ✓✓

①① 帽帽子子・・メメガガネネ・・手手袋袋ななどどのの保保護護具具をを装装着着ししままししょょうう

②② 滑滑りりににくくいい靴靴をを履履ききままししょょうう

③③ 石石やや空空きき缶缶ななどどををああららかかじじめめ取取りり除除ききままししょょうう

④④ 周周囲囲にに人人ががいいなないいここととをを確確認認ししままししょょうう（（５５mm以以内内はは危危険険））

●●田田植植機機

NNoo 内内容容 ✓✓

①① 機機械械ににはは運運転転者者以以外外はは乗乗せせなないい

②② 苗苗のの補補給給はは田田植植機機をを停停止止ささせせ、、足足元元にに十十分分注注意意すするる

③③ 荷荷台台かからら降降ろろすす際際はは、、荷荷台台高高ささのの44倍倍以以上上のの歩歩みみ板板をを使使うう
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稲稲作作管管理理特特報報

「土づくり」は高温等の気象変動に打ち勝つ米づくりの土台です。品質の高い

「みな穂米」生産のために、継続して土壌改良資材の施用を実施しましょう！ 

入 善 産 米 品 質 向 上 対 策 本 部  

黒 東 地 域 農 業 技 術 者 協 議 会  
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！ JA みな穂営農センター TEL 74-2440 中央支店経済課 TEL 72-5379 西部支店経済課 TEL 72-1162 

南部支店経済課 TEL 78-1167 新川農林振興センター 農業普及課 TEL 52-0094

●牛ふん堆肥(１ｔ/10a) 

●グリーンウェイブ２（60㎏/10a） 

●発酵けいふん(75kg/10a）
00..00

00..55

11..00

11..55

加加里里

稲稲
わわ
らら
中中
成成
分分
濃濃
度度

％％

施施用用ななしし 牛牛ふふんん堆堆肥肥２２ｔｔ

44..55

55..00

55..55

ケケイイ酸酸

図図 牛牛ふふんん堆堆肥肥施施用用のの効効果果

品質や収量向上に効果

のある加里やケイ酸濃

度が高まります！
★JA みな穂営農情報メールを

配信しています。

右の QR コードから手続きを

お願いします。

雪解け後は、集落の

用水などの危険箇

所の状況を確認し、

侵入防止対策をと

りましょう！


